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発明の概要 【課題】 
効率的な酸化防⽌効果、消臭効果、消臭効果、耐摩耗性を有するＤＬＣ膜及び光触
媒膜からなる複合薄膜を有するプラスチック容器を提供する。 
【解決⼿段】 
プラスチック容器において、⾷品保存容器素材の⾼分⼦にガスバリア性に優れかつ
低温で成膜可能なプラズマＣＶＤ法によってＤＬＣ膜と消臭効果を持つ酸化チタ
ン（ＴｉＯ２）膜などの光触媒膜を重ねてコーティングし、成膜する。特に、ＤＬ
Ｃ膜の表⾯にスパッタリング法によってコーティングにより成膜された酸化チタ
ン膜からなる複合薄膜を形成する。さらに、ＤＬＣ膜の表⾯にコーティングにより
成膜された酸化チタン膜とこの酸化チタンに表⾯にスパッタリング法によってコ
ーティングにより成膜された他のもう１層のＤＬＣ膜からなる３層の薄膜を形成
する。 
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